
公益財団法人豊田市文化振興財団 

令和８年６月定時評議員会 議事録 

 

１ 日時 

令和８年６月２６日（金）午後１時５２分～午後３時 

２ 場所 

豊田市小坂町１２丁目１００番地 豊田市民文化会館 会議室Ａ 

３ 評議員の現在数 

８名 

４ 出席者 

（１）評議員（６名） 

石﨑正樹、大竹哲也、加藤元康、小島香代子、辻邦惠、村田眞宏 

（２）理事（３名） 

理事長 豊田彬子、副理事長 杉山基明、専務理事 藤本聡 

（３）監事（１名） 

兼子浩一 

（４）財団事務局  

久米裕之、猿谷直記、永坂正和、簗瀬弘剛、柴田崇博、橋本佳子、矢澤聡子 

５ 議決事項 

議案第２号 令和７年度公益財団法人豊田市文化振興財団決算について 

議案第３号 公益財団法人豊田市文化振興財団評議員の選任について 

議案第４号 公益財団法人豊田市文化振興財団理事及び監事の選任について 

議案第５号 公益財団法人豊田市文化振興財団評議員及び役員の報酬等並びに費用 

に関する規則の一部を改正する規則について 

６ 報告事項 

  令和７年度公益財団法人豊田市文化振興財団事業報告について 

７ 議事の経過及び結果 

  事務局簗瀬課長より、評議員現在数８名のうち６名の出席により、過半数の出席があり、

定款第２５条第 1項の規定により、評議員会が成立することが報告された。 

令和６年６月定時評議員会において第４期の評議員会議長として選任された小島香代

子評議員を議長とし、議事に入った。 

議事の経過要旨及び結果は次のとおりである。 

（１）議事録署名人の選出 

議長は、議事録署名人について全員に諮ったところ、下記の２名を署名人に選出した。 

   加藤元康、村田眞宏 

（２）議案第２号 令和７年度公益財団法人豊田市文化振興財団決算について 

事務局久米部長より、定款第１２条第２項の規定により、令和７年度決算の承認を得

たい旨説明があり、さらに、令和７年度決算について説明が行われた。続いて、兼子監

事より、令和７年度の業務及び会計に関する監査報告があった。 



 [質疑応答] 

  評議員：公益認定における中期的収支均衡については、「５年間で収支の均衡が図られ 

るようにしなければならない」とされており、一般的には均衡というとプラスマイナ

ス０というイメージがある。事務局説明では、「プラスマイナス 0かマイナスであれ

ば基準を満たす」との説明であったが、令和７年度は２，２００万円の赤字であり、

仮に同規模の赤字が５年間続けば、累計 1億円の赤字となり、均衡が取れなくなるの

ではないか。 

  事務局：令和７年度の大きな赤字の要因は、公益目的保有財産に係る当期収支が約２，

４００万円であり、公益認定基準ではリース資産についても資産の購入と同様に扱う

ため、赤字が大きく見えている。 

  評議員：今後はプラスに転じるという理解でよいか。 

  事務局：今後は当該資産の減価償却費が経常費用の控除対象外となるため、収支は改善

する。 

  評議員：正味財産増減計算書においてコンサートホール事業収益が約２，３００万円減

少している理由は。 

  事務局：令和７年度はコンサートホール及び能楽堂で延命化工事を予定していたため、

当初はホールでの事業を計画していなかったこと、工事延期に伴い追加で事業を実施

したものの、交流館等での事業は料金設定を低くしているため、収入が減少した。 

議長は、審議を進めたのち、議案第２号について全員に諮ったところ、満場一致で原

案どおり承認した。 

（３）議案第３号 公益財団法人豊田市文化振興財団評議員の選任について 

事務局久米部長より、酒井辰範評議員の辞任に伴い、定款第１７条第 1項の規定に基

づき、後任の評議員を選任したい旨説明があり、さらに候補者についての説明があった。 

議長は、審議を進めたのち、議案第３号について全員に諮ったところ、下記のとおり

選任することについて、満場一致で可決した。 

評議員 加納俊和（就任） 

（４）議案第４号 公益財団法人豊田市文化振興財団理事及び監事の選任について 

事務局久米部長より、杉坂盛雄理事、花光博之理事及び竹内未帆監事が辞任すること

に伴い、定款第２９条第１項の規定に基づき、後任の理事及び監事を選任したい旨説明

があり、さらに候補者についての説明があった。 

議長は、審議を進めたのち、議案第４号について候補者１名ずつを全員に諮ったとこ

ろ、下記のとおり選任することについて、満場一致で可決した。 

理事 水野智弘（就任）  理事 吉松章彦（就任）  監事 塚田 良（就任） 

（５）議案第５号 公益財団法人豊田市文化振興財団評議員及び役員の報酬等並びに費用 

に関する規則の一部を改正する規則について 

   事務局久米部長より、情勢との適応及び他との均衡を考慮し、常勤役員の報酬額等に

ついて所要の改正を行いたい旨の説明と公益財団法人豊田市文化振興財団評議員及び

役員の報酬等並びに費用に関する規則の改正内容について説明があった。 

議長は、審議を進めたのち、議案第５号について全員に諮ったところ、満場一致で原



案どおり可決した。 

８ 報告事項の経過及び結果 

  令和７年度公益財団法人豊田市文化振興財団事業報告について 

   事務局久米部長より、令和７年度事業報告について説明があった。 

 [質疑応答] 

  評議員：市民文化会館の「第３５回歳末チャリティ作品展」について、令和 8 年度は会

場確保の難しさなどを踏まえ、一旦休止する方向となっている。令和 9 年度以降につ

いては、どのように事業を進めていくか、現在協議中である。自主事業として継続し

てきた取組であり、チャリティとしても意義のある活動だと考えているが、会場確保

が難しい状況もあるため、令和 8 年度は休止とし、令和９年度以降についてはより良

い形で続けられるよう検討していきたい。 

  事務局：先日の文化団体協議会の中で文化団体の皆様からご意見をいただき、その際の

事務局としての回答は、令和 8 年度は一旦事業を休止するというものであった。しか

し、文化団体の皆様から継続を望む声もあるため、今後どのような形で取り組んでい

くかについては、引き続き協議していく旨を伝えている。現状としては、これまでの

実施方法をどのように見直し、改善していくかが課題であり、今後も関係者の皆様と

話し合いを進めていきたい。 

  評議員：産業文化センターの「いろいろプラスネタリウム」では、アルコールを楽しめ

る企画が実施されており、市の文化施設としては新しいチャレンジだと感じている。

今年が初めての取組なのか、あるいは過去から継続しているものなのか、その背景や

経緯を伺いたい。また、車社会のまちではあるものの、都心部にある施設で夜の楽し

み、いわゆるナイトライフにつながる取組として意外性があり、まちの賑わいづくり

にも寄与するのではないかと感じた。今後の展開についても教えていただきたい。 

  事務局：「いろいろプラスネタリウム」の“ほろよいプラネタリウム”については、まず

コモンズプロジェクトの取組とも関連しており、現在、産業文化センターでは“創客”、

すなわち新たな来館者を増やしていくことを目標にしている。その中で、当センター

は子どもや若者が多く訪れる施設ではあるが、さらに新しい層の顧客を創出するため、

既存の枠を一度取り払って挑戦してみようという若い職員の発想を形にしたもので

ある。実施にあたっては様々な苦労もあったが、多方面から支援や理解を得て、企画

を実現することができた。アルコール提供に限らず、今後も新しい取組に挑戦してい

きたい。 

  評議員：まちづくりの分野に少し関わらせていただいている立場から、なるべく賑わい

を生み出していきたいという観点に非常に合致した取組だと感じている。若い職員に

よる提案を、今後も積極的に実現していただきたい。 

  評議員：令和８年度の財団大会について、例年よりやや縮小した印象を受けた。老齢化

や少子化の影響もあり、表彰対象者が少なくなってきているのではないかと感じ、少

し寂しさもあった。 

  事務局：令和８年度の表彰については、表彰制度の仕組みを一部変更したことも影響し

ていると考えている。また、文化活動に取り組む方々は活動の形が多様化しており、



年齢を重ねてから新たに活動を始める方も増えている。こうした状況を踏まえ、制度

設計の見直しを進めることで、表彰対象が広がる可能性もあると考えている。いただ

いた意見を踏まえ、今後さらに改善を検討していきたい。 

  評議員：人口構成も変化しており、これまでの形では対応が難しくなる部分もある。状

況に合わせて、より良い方向に制度を改善していただきたい。 

  評議員：コモンズプロジェクトについて、こうした意識的な取組は非常に良いことだと

感じている。令和７年度の手ごたえや、令和８年度はどのように継続して取り組んで

いくのか、現状を教えていただきたい。 

  事務局：令和７年度の具体的な取組としては、プラネタリウムに来館した親子連れのう

ち、お母さまが聴覚に障がいのある方であったため、市から貸与されている iPad を

試験的に使用し、字幕を表示して解説を不自由なく楽しんでいただけるようにした。

試験運用のため不具合もあったが、有効な取組であった。また、館内の平面図を点字

パネルとして整備し、視覚に障がいのある方にも利用しやすい環境を整えた。さらに、

冬季には毎日夕方５時に職員全員で小規模な点灯式を行い、子どもの誕生日や結婚記

念日など、来館者の個人的な記念日に合わせて思い出づくりを支援する取組も実施し

た。令和８年度は「多文化共生」をテーマとしており、その観点から職員が知恵を絞

って新たな取組を検討している。点灯式については今年も継続する予定である。 

  評議員：非常に良い取組であり、わくわく感を与えてくれる事業だと感じている。 

  評議員：多文化共生という言葉が出たが、私自身も一昨年から畑づくりを始め、インド

ネシアやベトナムの方々がメンバーとして参加しており、とても楽しく取り組んでい

る。インドネシアの方が栽培する唐辛子はこれまで食べた中でも特に辛く、またベト

ナムの方が育てる空心菜は中国のものとは味わいが異なるなど、食を通じて文化の違

いを感じられる。食を通じた多文化共生や、市民がさまざまな活動を通じて触れ合え

る場を多くつくっていただきたい。 

  事務局：令和８年度の事業計画の中で新たに食文化に関する事業を開始する予定である。

年間 4 回の開催を予定し、インド、ベトナム、そば打ち、日本酒をテーマとし、日本

人・外国人問わず参加者を募集する。単に食べるだけでなく、その背景や文化につい

ても学べる講座とする計画である。 

議長は、報告事項について全員に諮ったところ、全員の了解を確認した。 

 

以上をもって議案の審議等を終了し、議長は本会議の閉会を宣した。 

 

 

 

 

 

 

 

 



以上、この議事録が正確であることを証するため、議長及び議事録署名人はこれに記名

押印する。 

 

令和８年６月２６日 

                   

公益財団法人 豊田市文化振興財団 

 

                   議  長    小島 香代子 

                         

                         

議事録署名人  加藤 元康 

                         

                         

議事録署名人  村田 眞宏 


